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猿谷ダム操作に関する技術検討会

（１） 設立趣旨

• 平成23年台風12号により甚大な被害が発生し、猿谷ダムの操作に対す
る事実経過の確認や操作の見直しの要請が寄せられた。

• 近畿地方整備局では、これらの地域の声を真摯に受け止めて、今回の
猿谷ダム操作の検証、今後の操作に関する方向性を検討すべく、学識
経験者・関係機関・関係自治体により「猿谷ダム操作に関する技術検討
会」を設置した。

（２） 検討内容骨子

• ダム操作等に関する現状確認・改善

• 情報提供に関する現状確認・改善

3

これまでの経緯
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１．試行運用の内容

事前放流操作における目標水位

（注）426mは、クレスト頂
425.5mに最低限の放流能
力を考慮して設定。

436m
常時満水位

430m

426m

かんがい期

出水期

6/1 6/15 7/1 7/15 8/1 8/15 9/1 9/15 10/1 10/15 11/1 11/15

事前放流の目標水位管理目標水位

425.5m
クレスト頂

試行運用期間は、これまで大きな洪水が発生している、9月1日から10月31日とし、
利水への影響の無い範囲で目標水位を設定する。
■管理目標水位

9月1日から9月15日の間については、426mを管理目標水位として運用することで
空き容量を確保する。なお、8月においては、9月1日に426mに擦り付けるため、水
位低下を図るように運用する。
■事前放流の目標水位

9月16日から10月31日の間については、洪水量1,000m3/sを超える洪水が予想さ
れる場合、426mを目標に事前放流を行うことで、空き容量を確保する。

１.１ 試行運用期間と目標水位
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１．試行運用の内容

試行運用での操作

426.0m

洪水量 1,000m3/s

洪水初期にため込み

水位上昇

ゲート全開（自由越流）

放流量

流入量

貯水位

洪水ピークに達した後は、一定量放流を基本とする

・洪水時にはクレストゲート全開に
よる自由越流（フリーフロー）により
放流量の低減を行うものとする。

・全開放流後、流入量がピークに
達した後は、残容量を確認の上、
ピーク流入量時点の放流量による
一定量放流を行う。

・なお、この操作では、昭和32年の
ダム完成後最大の洪水であった
昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）
において、確保された空き容量を
概ね使いきることになる。

１.２ 放流量低減操作の方法
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常時満水位：436.0m

クレストゲート敷高：425.5m
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２．平成25年度の出水状況と貯水池運用状況

・本年度の出水では、台風18号において、流入量が洪水量1000m3/sを超えた。その他、6
月の前線性、9月の台風17号が比較的流入量の大きな出水であった。
・平成25年の台風18号のピーク流入量は既往第3位の規模であった。

前線性
最大流入量：234m3/s

２.１ 平成25年度の出水状況

台風18号
最大流入量：1403m3/s

台風17号
最大流入量：483m3/s
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常時満水位：436.0m

クレストゲート敷高：425.5m
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２．平成25年度の出水状況と貯水池運用状況

２.２ 台風18号時の操作概要

・初期水位は試行運用の管理目標水位である426ｍ程度であり、事前放流を実施す
る必要はなかった。
・洪水初期は、空き容量を活用し、ダムへの流入量が最大となるまで貯留することで
放流量の軽減を行い、下流への負担を軽減した。
・流入量の低減を確認した後、一定量の放流を実施。ダムからの放流量を55m3/s低
減し、風屋ダムへの総流入量を約７００万m3低減した。

洪水時の初期水位は426m程度で
ある。この期間は事前放流の実
施時期ではない。

流入量が最大と
なるまで貯留

流入量の低減を確認し
た後、一定量放流

最大流入量1403m3/s
最大放流量1348m3/s
放流量との差：55m3/s

約７００m3を貯留
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３．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

流域平均雨量 流域累加雨量

貯水位 流入量・放流量

・平成24年7月より、ケーブルテレビを経由して、ダム流域での降雨量や貯水位、
流入・放流量等の情報を発信している。

３.１ 平成24年度から実施している情報提供
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３．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

・平成25年1月より、ダム及びダム下流のライブ映像を当事務所のホームページ
で配信している。

３.１ 平成24年度から実施している情報提供



猿谷ダム

猿谷

辻堂

閉君

宇井

白門

塩鶴

長殿

田長瀬
宇宮原

谷瀬

上野地

猿谷ダム

塩野

中原橋

放流巡視区間
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警報局名

猿　 谷 スピーカー・サイレン

辻　 堂 スピーカー・サイレン

閉　 君 スピーカー

宇　 井 スピーカー・サイレン

白　 門 スピーカー・サイレン

塩　 鶴 スピーカー

長　 殿 スピーカー・サイレン

田長瀬 スピーカー・サイレン

宇宮原 スピーカー・サイレン

谷　 瀬 スピーカー

上野地 スピーカー・サイレン

計 スピーカー　１１箇所

サイレン　　 　８箇所

施設概要

３．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

凡 例

サイレン・スピーカー

電光掲示板

情報板

情報板（放流量表示型）

回転灯

既設 25年度
設置

26年度
設置

回転灯

情報板（放流量表示型）

３.２ 平成25年度から実施している情報提供
・平成25年度より宇井地区において情報板及び回転灯を設置し、
放流量の情報を表示している。 ‘
平成２６年度は辻堂地区に情報板及び回転灯を設置する予定。
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３．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

３.３ 平成26年度から実施している情報提供

・平成26年4月よりダムの貯水位・放流量・流入量の情報について、当事務所
のホームページに表示している。

紀の川ダム統合管理事務所ＨＰ


